
世界一美しい南仏の港町と
機械式時計の温もり。
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コクトーと縁が深い港町ヴィルフラ
ンシュ・シュル・メールのラ・サン
テ港は、カラフルなファサードで各
建物が美しさを競う。建物の裏は迷
路のような旧市街。1926年に彼は、
この港に座って戯曲『オルフェ』の
デッサンを描き、アルバムとした。



シチズンの新しい機械式時計〈クラ
ブ・ラ・メール〉《ポート・カシス
・オートマティック》。針とインデ
ックスの鮮やかなブルーが、地中海
によく似合う。このモデルは、ケー
スをPVDでゴールドに染め、一層ク
ラシックな印象に。30,000円。



や
小
説
、
映
画
、
舞
台
、
絵
画
な
ど
多

彩
な
手
法
を
駆
使
し
て
自
ら
の
姿
を
写

し
、
表
現
し
た
。
1
８
８
９
年
、
パ
リ

近
郊
生
ま
れ
。
20
世
紀
初
頭
の
華
々
し

く
、
時
に
退
廃
的
な
現
代
性
を
表
現
し

た
彼
は
、
ま
さ
し
く
パ
リ
が
似
合
う
都

会
派
の
才
人
で
は
あ
る
が
、
実
は
南
フ

ラ
ン
ス
で
多
く
の
時
間
を
過
ご
し
た
こ

と
で
知
ら
れ
る
。
中
で
も
コ
ク
ト
ー
が

愛
し
た
の
は
、
ニ
ー
ス
と
モ
ナ
コ
公
国

の
間
に
位
置
す
る
、
ヴ
ィ
ル
フ
ラ
ン
シ

ュ
・
シ
ュ
ル
・
メ
ー
ル
で
あ
っ
た
。

　
13
世
紀
よ
り
交
易
で
栄
え
た
、
コ
ー

ト
・
ダ
ジ
ュ
ー
ル
の
港
町
。
コ
ク
ト
ー

は
「
世
界
一
美
し
い
」
と
称
賛
し
た
ラ

・
サ
ン
テ
港
に
面
す
る
ウ
ェ
ル
カ
ム
・

ホ
テ
ル
に
度
々
滞
在
し
、
戯
曲
を
創
作

し
、
近
く
に
あ
る
〈
サ
ン
＝
ピ
エ
ー
ル

礼
拝
堂
〉
の
壁
画
を
描
い
た
。
地
形
と

街
の
作
り
が
特
徴
的
で
、
彼
の
『
わ
が

青
春
記
』
か
ら
一
部
を
引
用
す
れ
ば
、

「
一
風
変
わ
っ
た
小
さ
な
市
、
そ
の
不

秩
序
が
絶
壁
を
な
し
て
水
際
で
終
わ
っ

て
い
る
こ
の
市
」。
な
る
ほ
ど
海
を
見

下
ろ
す
テ
ラ
ス
の
よ
う
な
丘
に
広
が
る

旧
市
街
は
、
坂
道
に
小
路
や
階
段
、
曲

が
り
く
ね
っ
た
石
畳
の
路
地
が
入
り
組

ん
だ
迷
宮
の
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
坂
道

は
湾
に
至
っ
て
唐
突
に
終
わ
る
。

　
日
の
移
ろ
い
と
共
に
刻
一
刻
と
色
を

変
え
る
海
、
何
度
歩
い
て
も
新
し
い
発

見
が
あ
り
、
つ
い
足
を
止
め
て
時
を
忘

れ
て
見
入
っ
て
し
ま
う
迷
路
の
よ
う
な

旧
市
街
。
こ
の
街
に
は
至
る
所
に
特
別

な
時
間
が
流
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
コ
ク

ト
ー
が
愛
し
た
、
ヴ
ィ
ル
フ
ラ
ン
シ
ュ

の
穏
や
か
な
時
間
を
刻
む
の
に
、
シ
チ

ズ
ン
の
新
作
〈
ク
ラ
ブ
・
ラ
・
メ
ー
ル
〉 

は
、
ふ
さ
わ
し
い
。
な
ぜ
な
ら
適
度
に

詩
人
は
真
実
を
告
げ
る
嘘
で

あ
る　
　
そ
う
語
っ
た
ジ

ャ
ン
・
コ
ク
ト
ー
は
、
詩

ク
ラ
シ
カ
ル
な
外
観
に
、
小
さ
な
部
品

が
間
断
す
る
こ
と
な
く
懸
命
に
働
い
て

時
を
示
す
機
械
式
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
が
潜

ん
で
い
る
か
ら
。
そ
の
基
本
的
な
仕
組

み
は
、
コ
ク
ト
ー
が
生
き
た
時
代
に
あ

っ
た
腕
時
計
と
変
わ
り
は
な
い
。

　
古
い
時
計
フ
ァ
ン
で
あ
れ
ば
、
そ
の

名
を
懐
か
し
く
思
い
出
す
で
あ
ろ
う
。

〈
ク
ラ
ブ
・
ラ
・
メ
ー
ル
〉
は
、
1
９

８
４
年
に
誕
生
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。

当
時
、
最
新
の
Ｉ
Ｃ
技
術
を
駆
使
し
た

ク
ォ
ー
ツ
に
よ
る
複
雑
な
天
文
機
構
を

備
え
る
モ
デ
ル
《
コ
ス
モ
サ
イ
ン
》
も

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し
、
高
い
評
価
を
得
た
。

そ
れ
が
こ
の
秋
、
今
度
は
一
切
の
Ｉ
Ｃ

パ
ー
ツ
を
持
た
な
い
、
伝
統
的
な
機
械

式
時
計
と
し
て
復
活
を
果
た
し
た
の
だ
。

　
日
付
表
示
を
備
え
る
《
ポ
ー
ト
・
カ

シ
ス
・
オ
ー
ト
マ
テ
ィ
ッ
ク
》
と
、
振

り
子
の
よ
う
に
時
を
刻
む
テ
ン
プ
の
動

き
を
ダ
イ
ヤ
ル
に
見
せ
る
《
ト
ラ
ッ
ド

・
オ
ー
プ
ン
ハ
ー
ト
》
の
２
つ
の
シ
リ

ー
ズ
を
展
開
。
そ
の
外
観
は
巧
み
な
デ

ィ
テ
ー
ル
操
作
で
、
見
る
人
に
ク
ラ
シ

カ
ル
・
エ
レ
ガ
ン
ト
な
イ
メ
ー
ジ
を
与

え
る
。
ダ
イ
ヤ
ル
は
外
周
を
わ
ず
か
に

窪
ま
せ
た
ド
ー
ム
型
に
、
そ
れ
を
覆
う

ガ
ラ
ス
は
外
側
が
少
し
立
ち
上
が
っ
た

ボ
ッ
ク
ス
型
と
し
た
、
古
典
的
な
設
え

に
。
そ
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
感
に
、
ロ
ー
マ

数
字
の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
で
エ
レ
ガ
ン
ト

さ
を
添
え
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
で
ケ
ー
ス
は
各
シ
リ
ー
ズ
で
異

な
る
デ
ザ
イ
ン
に
し
て
印
象
を
変
え
た
。

《
ポ
ー
ト
・
カ
シ
ス
・
オ
ー
ト
マ
テ
ィ

ッ
ク
》
は
、
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
取
り
付
け

る
ラ
グ
を
力
強
い
ホ
ー
ン
型
に
。
ケ
ー

ス
全
体
は
サ
テ
ン
で
、
ケ
ー
ス
と
ラ
グ

の
ア
ウ
ト
サ
イ
ド
、
ベ
ゼ
ル
を
ポ
リ
ッ

シ
ュ
で
仕
上
げ
、
豊
か
な
表
情
が
与
え

ら
れ
た
。
一
方
の
《
ト
ラ
ッ
ド
・
オ
ー

プ
ン
ハ
ー
ト
》
の
ケ
ー
ス
は
、
サ
イ
ド

コクトーが愛した港町で穏やかな時を刻む機械式時計。



も
裏
も
柔
ら
か
な
丸
み
を
持
た
せ
、
一

層
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
装
い
。
ケ
ー
ス
か
ら

真
っ
す
ぐ
突
き
出
す
よ
う
な
、
ス
リ
ム

な
ラ
グ
も
古
典
的
だ
。
イ
ン
デ
ッ
ク
ス

も
前
者
は
植
字
、
後
者
は
ダ
イ
ヤ
ル
の

裏
か
ら
打
ち
出
し
た
エ
ン
ボ
ス
と
、
異

な
る
手
法
で
造
作
に
凝
っ
た
。

　
い
ず
れ
も
機
械
は
、
40
年
の
実
績
を

持
つ
自
動
巻
き
を
搭
載
す
る
。
ク
ォ
ー

ツ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
示
す
正
確
無

比
な
時
間
が
Ｉ
Ｃ
な
ら
で
は
の
冷
た
さ

を
感
じ
る
の
に
対
し
、〈
ク
ラ
ブ
・
ラ

・
メ
ー
ル
〉
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
が
刻
む

時
は
ど
こ
か
人
間
的
で
温
か
い
。
実
際
、

機
械
式
時
計
は
人
の
手
に
頼
ら
ね
ば
動

く
こ
と
は
で
き
な
い
。
自
動
巻
き
は
、

身
に
つ
け
る
人
の
腕
の
動
き
に
よ
っ
て

内
部
の
ロ
ー
タ
ー
が
回
る
こ
と
で
ゼ
ン

マ
イ
が
巻
き
上
が
り
動
力
を
得
る
仕
組

み
。
腕
か
ら
外
せ
ば
、
や
が
て
動
き
を

止
め
る
。
止
ま
っ
た
時
計
は
、
リ
ュ
ウ

ズ
を
回
し
て
ゼ
ン
マ
イ
を
巻
き
上
げ
て

や
れ
ば
再
び
動
き
始
め
る
。
人
と
寄
り

添
う
こ
と
で
命
が
吹
き
込
ま
れ
る
機
械

式
時
計
は
、
そ
の
手
間
の
掛
か
り
具
合

が
何
と
も
愛
お
し
い
。
そ
れ
は
、
コ
ー

ヒ
ー
を
マ
シ
ン
に
頼
ら
ず
ペ
ー
パ
ー
ド

リ
ッ
プ
で
淹
れ
る
よ
う
な
、
ス
ロ
ー
で

丁
寧
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
通
じ
る
。

　
ラ
・
メ
ー
ル
と
は
、
仏
語
で
「
海
」

の
意
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
針
と
イ
ン

デ
ッ
ク
ス
の
一
部
を
染
め
る
ブ
ル
ー
に

投
影
さ
れ
、
そ
れ
が
ま
た
港
町
ヴ
ィ
ル

フ
ラ
ン
シ
ュ
に
よ
く
似
合
う
。
ラ
・
サ

ン
テ
港
に
あ
る
コ
ク
ト
ー
の
胸
像
に
は
、

「
ヴ
ィ
ル
フ
ラ
ン
シ
ュ
を
見
る
と
若
い

こ
ろ
を
思
い
出
す
。
人
々
の
力
で
、
こ

の
町
は
ず
っ
と
変
わ
ら
ず
に
あ
り
続
け

る
」
と
の
、
彼
の
言
葉
が
刻
ま
れ
て
い

る
。〈
ク
ラ
ブ
・
ラ
・
メ
ー
ル
〉
が
秘

め
る
機
械
式
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
も
ま
た
、

人
の
力
で
変
わ
ら
ぬ
時
を
刻
み
続
け
る
。
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CLUB LA MER
質感とデザインに優れた外装に、精緻な機械
式ムーブメントを搭載。コストパフォーマン
スも極めて高い〈クラブ・ラ・メール〉は、
機械式時計＝高価とのイメージを払拭し、若
い世代にも身近なものとした。各シリーズ、
ケースやダイヤルの色・仕上げなどの違いで
それぞれ４モデルを用意。ブレスレット仕様
も選べる。全モデルSSケース、ケース径38㎜。

1 ラ・サンテ港の近くに位置するサン＝ピエール礼拝堂。
内部は1957年にコクトーが描いた壁画で埋め尽くされて
いる。2 丸みを帯びたケースをフルポリッシュで仕上げ
た《トラッド・オープンハート》。テンプを見せる窓の
内側周囲もブルーをあしらい、造作に凝った。25,000円。
3 コクトーの定宿だったウェルカム・ホテルの前に、ラ
・サンテ港を見渡すように設置された彼の胸像。4 ホテ
ルの客室から見える、朝焼けに染まるラ・サンテ港。5 

シースルーの裏蓋に姿を見せる自動巻きムーブメントは、
ストライプ状のコート・ド・ジュネーブが美しい。耐久
性と精度に優れ、ヨーロッパのメーカーにも供給される
ロングセラー機。6 ラ・サンテ港に面するウェルカム・
ホテルは、全室オーシャンビュー。コクトーは1924年に
初めてヴィルフランシュを訪れて以来、このホテルを愛
用し続けた。写真はデラックスルームで'泊223ユーロ～。
●〈Hôtel Welcome〉http://www.welcomehotel.com
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